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今
号
と
次
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
回
に

わ
た
る
連
載
を
踏
ま
え
て
、「
な
ぜ
、
今
」

こ
の
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
動
き

や
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
総
論
的
な
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
高
齢
者
や�

障
害
者
が
受
け
た
被
害
の
根
本
原
因

な
ぜ
、
今
な
の
か
―
―
そ
の
答
え
は
、

「
社
会
福
祉
は
善
意
の
第
三
者
で
は
な
く
、

問
題
の
当
事
者
で
あ
る
」
か
ら
で
す
。
そ
の

根
拠
と
な
る
の
が
図
１
で
す
。
こ
れ
は
、
２

０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
31

市
町
村
の
全
体
死
亡
率
（
横
軸
）
と
障
害
者

手
帳
交
付
者
の
死
亡
率
（
縦
軸
）
の
関
係
を

示
し
た
も
の
で
す
。
各
県
ご
と
に
、
全
体
死

亡
率
に
対
す
る
障
害
者
死
亡
率
の
関
係
を
直

線
で
表
し
て
い
ま
す
。
直
線
の
傾
き
が
急
で

あ
る
ほ
ど
、
全
体
に
対
す
る
障
害
者
の
死
亡

率
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
岩
手
と
福
島
で
は
障
害
者
死
亡
率

は
全
体
死
亡
率
の
１
・
２
倍
程
度
で
し
た
が
、

宮
城
県
で
の
み
１
・
９
倍
と
突
出
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
理
由
は
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
め
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
地

域
移
行
が
群
を
抜
い
て
先
ん
じ
て
い
た
も
の

の
、
平
時
の
み
を
想
定
し
て
お
り
、
災
害
時

の
対
応
は
「
福
祉
の
本
来
業
務
」
と
し
て
位
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会
福
祉
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善
意
の
第
三
者
で
は
な
く
、
問
題
の
当
事
者
で
あ
る

２

�

平
時
と
災
害
時
を
切
れ
め
な
く
つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
態
勢
が
必
要

３

�

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
未
知
の
も
の
を
既
知
化
す
る

「なぜ、今」災害対応・新ステージなのか①
―未知のものを既知化する事業継続マネジメントの重要性

災害対応・新ステージ 第11回

相次ぐ災害を受け関係制度の見直しが行われ、災害への備えがより一層
求められています。災害対応に関わる福祉関係者が押さえておくべき 
最新動向や知識について、通年で学びます。

立木�茂雄
同志社大学社会学部 教授
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置
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ

の
た
め
、
多
く
の
利
用
者
が
自
宅
に
取
り
残

さ
れ
、
被
災
し
た
の
で
す
。
ふ
た
つ
め
の
理

由
は
、
津
波
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
た
東
部

太
平
洋
沿
岸
部
に
施
設
が
集
中
し
、
入
所
者

の
被
害
が
突
出
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

在
宅
系
・
施
設
系
と
も
に
、
平
時
の
福
祉

と
、
防
災
・
危
機
管
理
の
取
り
組
み
が
分
断

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
根
本
原
因
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
矛
盾
が
超
高
齢
化
と

い
う
動
的
な
圧
力
と
し
て
加
圧
さ
れ
、
安
全

で
な
い
状
況
が
広
が
り
ま
し
た
。
同
時
に
、

21
世
紀
に
な
り
顕
著
と
な
っ
た
気
候
変
動
に

よ
り
気
象
災
害
の
リ
ス
ク
が
激
増
し
ま
し

た
。
結
果
的
に
、
多
く
の
在
宅
系
・
施
設
系

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
危
険
な
状
況
下
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東
北
３
県
に
限
ら

ず
、
日
本
全
国
に
当
て
は
ま
る
問
題
で
す＊

１

。

平
時
と
災
害
時
を
切
れ
め
な
く
つ
な
げ

る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

福
祉
と
防
災
の
分
断
と
い
う
根
本
原
因
へ

の
抜
本
的
対
策
と
し
て
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
、
福
祉
と
防
災
を
交
差
・
連
結
さ
せ
平
時

と
災
害
時
を
切
れ
め
な
く
連
続
さ
せ
る
取
り

組
み
が
施
設
管
理
者
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

切
れ
め
の
な
い
連
結
・
連
続
に
つ
い
て
、

表
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
平
時
に
組

織
は
、
い
つ
も
の
人
員
で
通
常
業
務
を
こ
な

し
ま
す
。
こ
れ
が
①
通
常
態
勢
で
す
。
施
設

管
理
者
に
は
、
消
防
計
画
、
非
常
災
害
対
策

計
画
、
避
難
確
保
計
画
（
立
地
に
気
象
災
害

の
リ
ス
ク
が
あ
る
場
合
）
の
策
定
や
訓
練
を

①
通
常
態
勢
で
毎
年
繰
り
返
す
こ
と
が
、
法

律
や
省
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
連
載
で
取

り
上
げ
て
き
た
⑴
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
の
業
務

継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
や
、
⑵
福
祉
専
門
職

が
参
画
す
る
個
別
支
援
計
画
、
あ
る
い
は
⑶

福
祉
避
難
所
の
運
営
は
、
ど
れ
も
人
員
拡
大

と
業
務
拡
張
に
よ
る
④
創
発
態
勢
の
運
用
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
施
設
系
サ
ー
ビ

ス
の
避
難
確
保
計
画
や
、
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス

図1　東日本大震災被災31市町村における全体死亡率と障害者死亡率の関係

y = 1.92x
(R2=.946)

y = 1.19 x
(R2=.995)

y = 1.16 x
(R2=.641)

宮城 岩手

福島

（出典：立木茂雄「高齢者、障害者と東日本大震災：災害時要援護者避難の実態と課題」『消防科学と情報』第111巻、7～15
頁、2013年）
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利
用
者
の
個
別
支
援
計
画
で
は
、
遠
く

の
専
門
職
で
は
な
く
、
近
隣
の
住
民
が

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

地
域
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
福
祉

事
業
者
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
た
め
に
は
、
地
域
福
祉
の
専
門
職

（
市
町
村
社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
基
幹
相
談
支
援
事
業
所
等
）
に

よ
る
人
材
発
掘
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
福
祉
避
難
所

の
運
用
や
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
継

続
に
は
、
災
害
派
遣
福
祉
支
援
活
動
要

員
や
、
同
業
他
法
人
と
の
相
互
応
援
協

定
を
通
じ
た
人
材
の
融
通
、
利
用
者
・

職
員
の
受
け
入
れ
と
い
っ
た
組
織
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
地
域
福
祉
に
関
わ
る
事
業
者
で

は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
用
も
創
発
業
務
に
含
ま
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
緊
急
対
応
か
ら
生
活
再
建
へ
と

位
相
が
転
じ
る
と
、
被
災
者
を
伴
走
支

援
す
る
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
運
用

も
、
地
域
福
祉
系
組
織
の
創
発
業
務
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を

通
じ
て
未
知
の
も
の
を
既
知
化
す
る

被
災
地
に
お
け
る
施
設
や
福
祉
避
難
所
の

運
営
で
は
、
被
災
地
外
か
ら
の
福
祉
関
係
者

の
派
遣
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
派
遣
す
る
側

は
、
自
分
た
ち
が
ふ
だ
ん
行
っ
て
い
る
業
務

を
拡
大
し
て
展
開
す
る
の
で
②
拡
大
態
勢
で

す
。
一
方
、
被
災
地
側
で
は
、
外
部
か
ら
の

支
援
者
の
受
援
調
整
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ

は
受
け
入
れ
側
が
、
業
務
を
拡
張
し
て
対
応

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
建
物
や
設
備
が
損
壊
、
あ
る
い
は

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
中
断
し
た
場
合
の
対
応
策

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
所

が
洪
水
な
ど
の
災
害
危
険
区
域
内
に
立
地
す

る
場
合
に
、
拠
点
施
設
の
新
設
や
移
転
を
検

討
す
る
こ
と
も
、
拡
張
業
務
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
業
務
を

表　�社会福祉（施設系・在宅系・地域福祉系）サービス事業継続マネジメントが求める組
織態勢と業務内容

（Quarantelli EL, et al：Organizational Functioning in Disaster： A Preliminary Report, Disaster Research 
Center. 1966をもとに筆者作成）
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発
災
前
か
ら
考
え
て
お
き
、
④
創
発
態

勢
に
切
れ
め
な
く
移
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
目
的
で
す
。

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
拠
点
が
抱
え

る
リ
ス
ク
の
分
析
と
評
価
か
ら
、
事
業

影
響
度
を
分
析
・
検
討
し
、
こ
れ
を
も

と
に
事
業
継
続
戦
略
を
立
案
・
決
定
し

ま
す
。
こ
の
戦
略
に
基
づ
い
て
具
体
的

な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
わ
け
で
す
が
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
維
持
・
更
新
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
予
算
・
資
源
、
事
前
対
策

の
実
施
、
取
り
組
み
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
の
教
育
・
訓
練
の
実
施
・
点
検
、
継

続
的
な
改
善
な
ど
を
行
う
ふ
だ
ん
か
ら

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
は
、
事
業
継
続

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
（
図
２
）。

こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｍ
プ
ロ
セ
ス
は
、
発
災
後

の
人
員
拡
大
や
業
務
の
拡
張
プ
ロ
セ
ス

を
、
発
災
時
に
初
め
て
経
験
す
る
の
で

は
な
く
、
Ｂ
Ｃ
Ｍ
の
計
画
・
教
育
・
訓

練
・
点
検
・
見
直
し
・
改
善
を
通
じ
て
、
①

通
常
態
勢
の
範
域
を
広
げ
て
お
く
、
つ
ま
り

未
知
の
も
の
を
既
知
化
す
る
試
み
な
の
で
す
。

こ
れ
を
同
一
の
人
員
で
新
規
業
務
と
し
て
繰

り
返
し
て
い
く
③
拡
張
態
勢
を
平
時
か
ら
確

立
し
て
お
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
利
用

者
の
命
、
尊
厳
、
そ
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
諸
条
件
（
健
康
、
生
存
・
幸
福
追
求
・

自
己
実
現
の
権
利
）
を
、
平
時
の
み
な
ら
ず

災
害
時
に
も
護
る
と
い
う
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
の
で
す
。
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